
　セイコーウオッチ㈱は、昨年末の日
米貿易摩擦により多少の影響は出たも
のの、比較的順調に推移。昨年のグ
ローバル戦略としても、国により濃淡は
あるが、前年を超える成果を出した。
　2017年から独立ブランド化したグラ
ンドセイコーは、ロサンゼルス・ビバ
リーヒルズ、ソウルにブティックを構え
てより海外に力を入れており、カル
チャードクラスといわれる富裕層を
ターゲットにロンドン、北京、ニュー
ヨークなどでインフルエンサーを招くな
どのPR活動を重ね、幅広く露出し効果

を上げている。また、日本に次ぐ
売上を伸ばしている米国にお
いては、新会社を設立し高価
格帯の販売網を広げつつある。
国内においても2月4日にプレ

オープンした日本初のグランドセイ
コー専門店も滑り出しは順調とのこと
で、今後はカテゴリーを拡大し、デザイ
ン性や価格帯を充実させていく。
　セイコー全体としては、各ブランドの
個性を高めていくとし、昨年の12月20
日にオープンしたドリームスクエアで
は、一般とは異なるブランドの個性を
店頭で表現している。
　2019年はグローバル戦略に基づき、
グランドセイコーをはじめ、ストーリー
を持った新商品を拡充していく。順調
に推移しているブランドとしては、グラン

ドセイコー、プロスペックス、アストロン、
プレザージュ、ルキアが挙げられる。
　高級ドレスウオッチ「クレドール」は
今年の4月にブランド誕生45周年を迎
えるのを機に、セイコーブランドから独
立したポジションとして差別化とブラン
ド刷新を行い、グランドセイコーに続く
二つ目の柱として、ラグジュアリーブラ
ンド戦略の強化に入る。
　クレドールはこれまで数々の名作を
世に送り出し、これからはよりドレスウ
オッチ領域に特化し、「装（そう）の美」
を追求することで、華やかで優美な日
本の「贅」の美意識をまとったブランド
として、よりそのアイデンティティを際立
たせていく。
　ラインアップには、18Kゴールドやプ
ラチナなどの貴金属や貴石を使用した

モデルの充実を進めるとともに
日本の名工の手による希少性の
高い工芸モデルを取り揃え高度
な審美眼に応える商品群を構
成する。さらに、1年を通じてブラ

ンドの世界観を体現する45周年記念
モデルを順次発表する。さらに、「国産
最高峰のエレガンス・ラグジュアリーブ
ランド」として、45年間蓄積してきた技
能と叡智を結集し、細部まで贅を尽く
した美しい時計づくりを継承すること
で、身に着ける人の「気品」と「美」を引
き出し、人生に一層の豊かさをもたら
すブランドを目指すとしている。

　シチズン時計㈱は、2月13日に2018
年度第3四半期の決算を発表。連結累
計期間の連結経営成績は、売上高
2477億円（前年同時期比1.4％増）、
営業利益207億円（前年同時期比7％
減）と増収減益となった。また、経常利
益は232億円（前年同時期比1.4％
減）、親会社株主に帰属する四半期純
利益は143億円（前年同時期比9.9％
減）とそれぞれ減益となっている。
　CITIZENブランドの国内市場は、
「THE CITIZEN」等の高価格帯製品が
引き続き堅調であったことに加え、中価
格帯製品についても、創業100周年限定
商品が好調に推移したほか、「xC」
「ATTESA」「PROMASTER」等の主力
製品が売上を牽引した。海外市場にお

いては、欧州市場に弱
さが見られたものの、
北米市場、中国・アジ
ア地域が底堅く推移
し、インターネット流通
も継続して拡大してお
り、特に「PROMAS-
TER」や衛星電波時
計等の新製品が伸
長。欧州市場は政治
不安の高まりが個人
消費にも影を落とし減
収となった。一方でア
ジア市場は、足元は減
速感への懸念が高
まっているものの、期
初からの好調な経済

環境の後押しも
あり順調に推
移、中国を中心
に売上を伸ばし
た。

　マルチブランドについては、「Frederi-
que Constant」が厳しい市況感等に
より伸び悩む一方で、「BULOVA」が
北米市場で新製品を中心に好調に推
移した結果、マルチブランド全体では
増収としている。
　新たに発表された「中期経営計画
2021」では、「Innovation for the 
next」を掲げ、“時代（とき）の変化に敏
感となり、シチズンは従来のものづくり
に留まらず、今までにない新たな価値
創造に挑戦し、持続可能な未来に感
動を創る”としている。
　目標（2021年度）は、売上高3700億

円、営業利益300億円、ROE（当期
純利益÷自己資本）8.0％としている。
　時計市場の予測としては、中価格
帯市場は横ばいもしくは微増、低価
格帯を中心としたアナログクオーツ市
場は減少傾向、スイス高級品・機械
式需要は安定、スマートウオッチ市
場は今後も拡大傾向と捉えている。
　事業ビジョンとしては、時を通して

新たな価値と体験を創造するとして、モ
ノの価値（腕時計の本質的価値、高品質
な機能的価値）＋コトの価値（感動的な
顧客体験、様 な々ライフスタイル）に注力
し、マニュファクチュールの進化やバ
リューチェーンの革新を進化させる。重
点施策に、デジタルマーケティングの推
進、製品領域の拡大、シチズンブランド
を核にしたマルチブランド戦略の成果発
現、製造革新によるムーブメント及び完
成品のコスト力強化を掲げた。目標指数
（2021年度）としての売上高は1870億
円、営業利益170億円としている。
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　シチズン時計㈱は、2
月13日の取締役会にお
いて、新年度の4月1日付
で代表取締役社長に、

現・専務取締役の佐藤敏彦氏の就任
を決議したことを発表。戸倉敏夫氏は
取締役会長に異動する。

　人事異動の理由としては、来年
度から新体制のもとで「中期経営
計画2021」をスタートさせるためと
しており、事業環境が急激に変化
する中、新中期経営計画により更
なるグループ一体運営を推進し、
従来のものづくりに留まらず、新た
な価値創造に挑戦するとしている。
　佐藤氏は、1955年生まれの63
歳。1981年に同社入社後、2012
年にシチズンファインテックミヨタ

㈱（現シチズンファインデバイス㈱）代
表取締役、2017年4月にシチズン時計
マニュファクチャリング㈱代表取締役
社長（現職）、同年6月に同社常務取締
役、2018年4月に同社専務取締役（現
職）を経て、今年4月に社長就任予定と
なる。

　2月15日、2017
年にセイコーより独
立ブランド化した
「グランドセイコー」
のみを取り扱う日本
初の専門店「グラン
ドセイコーブティッ
ク銀座」がオープン。
世界では、ビバリー
ヒルズ、ソウルに続く3店舗目となった。
　グランドセイコーは、1960年に世界
最高峰の時計を作り出すことから誕
生。以来、正確さ、美しさ、見やすさと
いった腕時計の本質を高い次元で追
求し続け、弛まぬ進歩を重ねてきた。現
在国内ではスイスブランドを含めた高
級時計カテゴリーのトップ3に入る。
　高橋修司社長は「本格的なグローバ
ル展開で、大きな手応えを感じたのは
2014年にジュ
ネーブ時計グラ
ンプリで、小さな
針部門賞を獲
得したとき」と説
明。以来グラン

ドセイコーは、独立
化と共に商品ライン
アップの拡張を図
り、ヘリテージコレク
ションから、レディー
ス、スポーツ、更には
数百万円から一千
万円以上のマスター
ピースが揃う。今年

度は国内・海外で史上最高の売上実
績を達成する見込みだ。
　新店舗では独自の世界観を体感で
き、ブランドを熟知した専門スタッフが
世界中からの顧客を迎える。
　記者発表会には、イメージキャラク
ターの女優・天海祐希さんが登場し、
「エレガントからカジュアルな装いでも
グランドセイコーを身に着けると、気分
が高まる」などと語った。
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セイコーウオッチ

シチズン時計

日本初のグランドセイコー専門店
創業の地・銀座にグランドオープン
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